








































































































































































































































































































































































































































































































5巻1号 馬原・他 静賑内果糖員荷後の尿中果糖 35
の果塘を員荷．した場合陽性傘が高く，從ってVB，
及びロートXの前処置に：よる反腱1の陰傳率が幾分
悪い。このことはおそらく果糖の員荷率の問題で
あると考えられるめで今後ぽ果糖の員荷量を検討
し尿申の果糖．ﾆ焦酸を定量的に比較したいと考え
ている。
結 語
　　1．禰脈内果糖員荷後30分の尿中果糖及び焦酸
は，健康人及び脚氣，肺結核，肝疾患等の患者
ではその消長をともにしている。　　1
　　2．健康人に20％果糖5cc員荷前30分にアセ
チールコリン0・19．を皮下に注射すると果糖及び
焦酸の増量を見る場合がある。
　　3．Foulgerの反慮を用いて尿中の果糖を．検す
ることにより臨床的には簡軍に沢田氏反慮と同様
な結果が得られると考えられる。しかし症例少な
くなお槍討を要する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Il召禾「i　28．12．4受イ寸’）
Summary
　　　1．　The　urinary　fructose　and　pyruvic　acid　during　the　5’O　min．　period　after　the　inject－
ion　of　fructose，　increase　or　decrease　together　in　the　cases　of　the　normal　person　and　the
patients；　beriberi，　tuberculosi＄，　liver　disease　and　etc．
　　　2）　The　quantity　of　fructose　and　pyruvate　in　urine　fo］lowing　the　injection　of　fructose，
often　increases　in　the　case　of　the　normal　person　pretreated　with　O．1　g　Ach　before　such
injection．
　　　3）　By　determination　of　fructose　（Foulger’s　reaction）　it　is　possible　to　obtain　the　sarpe
result　as　Sawada’s　reaction　clini．cally　．　and　easily，　but　further　research　is　nesessary．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Dee．　4，　1953）
